
～お知らせ～

～お知らせ～

岐阜国道事務所で実施している国道４１号「美濃加茂バイパス事業」においては、環境基準を超過

する建設発生土（自然由来）について、学識経験者の提言に基づき、事業地内での有効利用（封入

処理）を行い、周辺環境への影響を把握するため封入後２年間の水質モニタリングを行ってきました。

今回第５回委員会（H26.3.14）を開催し、２年経過後のモニタリング結果について報告を行い、処分

地および山楠公園ため池ともに大きな問題がないと判断し、委員全員の了解を得たことから、今年度

をもってモニタリング調査を終了することを確認しました。

この結果、本町におきましてもこの「旧大洞ため池 土砂封入箇所水質検査結果」の掲載を、今回

をもって終了いたします。

なお、第５回委員会におきまして、「万が一、問題が生じた場合には、委員長に相談し、対応を図る

こととする。また、必要に応じ、会議を開くこととする」となっていますので、引き続き岐阜国道事務所

が対応することとなります。
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